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考
古
資
料
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
緑
の
薫
り
漂
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
最
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
赤
ち
ゃ
ん
の
手
形
を
作
ろ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は,

九
日
間
で
六
七
三
個
の
か
わ
い
い
手
形
足
形
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
の

日
に
は
、な
ん
と
、生
後
十
日
目
の
赤
ち
ゃ
ん
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。最
年
少
の
記
録
更
新
で
す
。

笑
い
声
や
、時
に
は
元
気
な
泣
き
声
も
あ
る
に
ぎ
や
か
な
時
間
は
、微
笑
ま
し
い
限
り
で
し
た
。ご

家
族
の
記
念
と
し
て
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。来
年
も
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

六
月
に
な
る
と
、
修
学
旅
行
や
社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
、
主
に
小
学
生
が
来
館

し
ま
す
。
常
設
展
示
室
の
中
央
に
は
、
当
時
の
生
活
の
様
子
が
わ
か
る
押
出
遺
跡
の
復

元
家
屋
が
あ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
遺
物
も
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
解
説

付
き
で
、
よ
り
理
解
も
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
公
園
内
に
も
復
元
し
た
竪
穴
住
居
が
あ

り
、
昔
の
む
ら
を
散
策
し
て
い
る
気
分
に
浸
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

弓
矢
射
ち
体
験
や
、
火
起
こ
し
体
験
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。
何
千
年
も
前
の
技
術
や

生
き
抜
く
術
を
、
見
て
聴
い
て
体
験
す
る
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
で
す
。
歴
史
を
も
っ
と

学
び
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
他
に
も
体
験
学
習
が
あ
り
ま
す
。「
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
」「
コ
ー
ス

タ
ー
を
つ
く
ろ
う
」「
古
代
風
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」
は
、
女
性
や
お
子
さ
ま
に

人
気
が
あ
り
ま
す
。「
塩
引
き
鮭
を
つ
く
ろ
う
」
は
、
お
正
月
の
一
品
と
し
て
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
講
師
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。
県
内
外
の
遺
跡
を
め
ぐ

る
研
修
会
も
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
さ
ま
か
ら
大
人
の
方
ま
で
、
ど
の

年
代
の
方
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
実
物
も
見
る
事
が
で
き

る
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲歴史公園の見学

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
事
務
職
員　
　
　

木
村　

由
紀
子

～
よ
う
こ
そ
～　

      

山
形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
へ



　

特
別
テ
ー
マ
展

特
別
テ
ー
マ
展

　
　
　
　

令
和
令
和
55
年年
66
月月
1010
日日((

土土))

～～
99
月月
33
日日((

日日))

　

「高
瀬
山
の
考
古
学
Ⅱ　

弥
生
時
代
か
ら
中
世
」

　

「高
瀬
山
の
考
古
学
Ⅱ　

弥
生
時
代
か
ら
中
世
」

 

催
し
物
の
ご
案
内

　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
興
味

の
あ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
第
31
回
企
画
展　
　
　
　
　
　

　

9
月
9
日

（土）
～
12
月
3
日

（日）

◇
第
25
期
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　
　

　

9
月
24
日
・
10
月
1
日
・
8
日

（日）

◇
秋
の
遺
跡
め
ぐ
り　
　
　
　

　

10
月
22
日

（日）

◇
勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ

う
！

　

11
月
3
日

（祝）

◇
企
画
展
記
念
講
演
会　

    　

　

11
月
12
日

（日）

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
！　

　

11
月
25
日

（土）

◇
コ
ー
ス
タ
ー
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
つ
く
ろ
う
！　

　

12
月
2
日

（土）　

◇
大
人
の
自
由
研
究
②　
　
　

　

11
月
26
日
・
12
月
3
日
・
10
日

（日）

　

　

膨
大
な
面
積
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
高
瀬
山
遺
跡
で

は
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま

で
の
遺
構
や
遺
物
が
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
高

瀬
山
の
考
古
学
Ⅰ
―
旧
石
器

時
代
・
縄
文
時
代
―
」
と
し

て
、
三
四
八
点
の
石
器
や
土

器
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

今
回
の
「
高
瀬
山
の
考
古
学

Ⅱ
―
弥
生
時
代
か
ら
中
世

―
」
は
六
章
構
成
と
し
全
部

で
三
一
九
点
の
土
器
や
陶
磁

器
、
木
製
品
・
鉄
製
品
・
土

製
品
・
石
製
品
等
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

序
章
で
は
高
瀬
山
遺
跡
の

調
査
経
過
と
各
調
査
区
の
位

置
を
表
と
図
を
使
っ
て
説
明

し
て
い
ま
す
。

　

第
１
章
「
弥
生
・
古
墳
時

代
の
高
瀬
山
」
で
は
、
１
期

地
区
で
出
土
し
た
高
瀬
山
遺

跡
の
中
で
唯
一
の
、
弥
生
時

代
中
期
の
一
本
線
で
文
様
を

描
く
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
で
は
、１
期
、

Ｈ
Ｏ
、
寒
河
江
市
教
委
調
査

の
チ
ェ
リ
ー
ク
ア
パ
ー
ク
地

区
の
捨
て
場
や
竪
穴
住
居

跡
、
土
坑
か
ら
出
土
し
た
前

期
の
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
高
坏
や
器
台
、
壺
、
甕
、

甑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

第
２
章
「
奈
良
時
代
の
高

瀬
山
」
で
は
、
奈
良
時
代
を

遡
る
可
能
性
の
あ
る
、
高
瀬

山
の
歴
史
時
代
で
は
も
っ
と

も
古
い
高
瀬
山
Ｋ
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
土
器
を
、
続
い
て

１
期
と
Ｓ
Ａ
区
の
竪
穴
住
居

跡
の
八
世
紀
第
３
四
半
期
の

竪
穴
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た

土
器
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

八
世
紀
第
４
四
半
期
で
は
１

期
、
２
期
、
Ｓ
Ａ
調
査
区
の

竪
穴
住
居
跡
の
土
器
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

第
３
章
「
平
安
時
代
の
高

瀬
山
」
で
は
２
期
、
Ｓ
Ａ
区

の
九
世
紀
第
１
四
半
期
の
竪

穴
住
居
跡
の
土
器
を
、
続
く

第
２･

３
四
半
期
で
は
Ｈ
Ｏ

区
及
び
２
期
の
竪
穴
住
居
か

ら
出
土
し
た
土
器
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

第
４
章
「
高
瀬
山
の
墨

書
・
刻
書
土
器
」
で
は
、
高

瀬
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
奈

良
～
平
安
時
代
の
墨
書
土

器
、
刻
書
土
器
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

第
５
章
「
高
瀬
山
の
瓦
・

陶
硯
・
金
属
製
品
・
砥
石
等
」

で
は
高
瀬
山
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
瓦
、
陶
硯
、
紡
錘
車
、

鉄
製
品
、
砥
石
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

第
６
章
「
高
瀬
山
の
木
製

品
・
中
世
陶
磁
・
か
わ
ら
け

等
」
で
は
、
高
瀬
山
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
奈
良
時
代
か
ら

中
世
の
木
製
品
、
中
世
の
陶

磁
器
や
か
わ
ら
け
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

▲古墳時代の土師器

▲奈良時代の土師器



　

山
形
県
内
の
出
土
品
で
国

宝
・
重
要
文
化
財
、
山
形
県
・

市
町
村
指
定
と
な
っ
て
い
る

有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

を
展
示
し
ま
す
。

　

主
な
展
示
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

旧
石
器
時
代
で
は
東
山
遺

跡
出
土
品
（
新
庄
市
指
定
）、

乱
馬
堂
遺
跡
出
土
品
（
新
庄

市
指
定
）。

　

縄
文
時
代
前
期
で
は
一
ノ

坂
遺
跡
出
土
遺
物
（
米
沢
市

指
定
）、
彩
漆
土
器
附
彩
漆

土
器
残
欠
（
重
要
文
化
財
・

国
所
有
）、
山
形
県
押
出
遺

跡
出
土
品
（
重
要
文
化
財
・

山
形
県
所
有
）。

　

縄
文
時
代
中
期
で
は
土
偶

（
国
宝
・
山
形
県
所
有
の
レ

プ
リ
カ
「
縄
文
の
女
神
」）、

山
形
県
水
木
田
遺
跡
出
土
品

（
重
要
文
化
財
・
山
形
県
所

有(

当
館
保
管)

）、
注
口
土

器(

県
指
定
・
大
蔵
村
白
須

賀
遺
跡
出
土　

山
形
大
学
所

有)
、
橋
上
遺
跡
出
土
大
珠

(

大
江
町
指
定)

。

　

縄
文
時
代
後
期
で
は
人
体

装
飾
付
土
器(
県
指
定
・
山

形
県
所
有)

、
竹
井
境
土
偶

(

米
沢
市
指
定)

。

　

縄
文
時
代
晩
期
で
は
土
偶

第
31
回
企
画
展

令
和
5
年
9
月
9
日(

土)

～
12
月
3
日(

日)

(

釜
淵
字
五
郎
前
出
土　

重

要
文
化
財
・
山
形
県
立
博
物

館
の
レ
プ
リ
カ)

、
硬
玉
類

(

県
指
定
・
致
道
博
物
館
所

有
・
寄
託)

、
宮
内
遺
跡
出

土
品(

新
庄
市
指
定)

、
黒

森
堀
割
基
盤
層
発
掘
石
器
土

器(

酒
田
市
指
定
）。

　

弥
生
時
代
で
は
弥
生
式
土

器(

県
指
定
・
大
蔵
村
上
竹

野
遺
跡
出
土　

接
引
寺
所

有
・
新
庄
市
ふ
る
さ
と
歴
史

セ
ン
タ
ー
寄
託
・
展
示
中)

、

弥
生
土
器(

県
指
定
・
大
蔵

村
上
竹
野
遺
跡
出
土　

山
形

大
学
所
有)

、
生
石
2
遺
跡

出
土
弥
生
土
器(

県
指
定
・

山
形
県
所
有)

、
石
田
遺
跡

出
土
弥
生
土
器(

寒
河
江
市

指
定)

　

古
墳
時
代
で
は
菅
沢
2

号
墳
出
土
埴
輪(

県
指
定
・

山
形
市
所
有(

10
月
か
ら)

、

お
花
山
古
墳
出
土
品 (

県
指

定
・
山
形
県
指
定)

、
上
柳

渡
戸
八
幡
山
出
土
品(

県
指

定
・
山
形
大
学
所
有)

、
八

幡
堂
遺
跡
出
土
紡
錘
車
・
紡

鍾
杵
・
火
鑚
臼(

米
沢
市
指

定)

　

奈
良
時
代
で
は
円
面
硯

(

米
沢
市
西
町
田
下
遺
跡
出

土
県
指
定
・
山
形
県
所
有

(

当
館
展
示))

、
漆
紙
文
書

(

大
浦
Ｂ
遺
跡
出
土　

米
沢

市
指
定(

写
真
展
示))

、
蕨

手
刀(

酒
田
市
指
定)

　

平
安
時
代
で
は
俵
田
遺
跡

祭
祀
遺
構
出
土
品
附
木
製
品

残
欠
一
括(

県
指
定
・
山
形

県
所
有)

、
古
志
田
東
遺
跡

出
土
木
製
品
類(

米
沢
市
指

定)

、
城
輪
柵
跡
出
土
品(

酒
田
市
指
定)

、
堂
の
前
遺

跡
出
土
斗
、
肘
木
、
田
下
駄
、

壺(

酒
田
市
指
定)

、
篦
描

宇
瓦(

酒
田
市
指
定)

、
高

瀬
山
経
塚
出
土
品(

寒
河
江

市
指
定)

　

鎌
倉
時
代
で
は
中
世
陶
器

(

執
行
坂
窯
跡
出
土　

鶴
岡

市
指
定)

、
高
野
坊
遺
跡
出

土
墨
書
礫(

天
童
市
指
定)

、

中
世
陶
器
壺
・
十
文
字
叩
壺

(

楯
ノ
腰
経
塚
出
土　

酒
田

市
指
定)

　

室
町
時
代
で
は
、
大
南
遺

跡
出
土
木
製
品(

米
沢
市
指

定)

を
展
示
予
定
で
す
。

　

普
段
展
示
さ
れ
る
こ
と
の

少
な
い
指
定
文
化
財
の
展
示

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

▲展示予定

　押出遺跡彩漆土器

「
山
形
県
内
の
指
定
文
化
財

―
考
古
資
料
―
」



置賜史跡めぐり（55）  
東
正
寺　

東
正
寺　
南
陽
市
赤
湯
●
創
建

南
陽
市
赤
湯
●
創
建  

延
元
三
年
（
一
三
三
八
）

延
元
三
年
（
一
三
三
八
）

　

今
回
は
、
置
賜
三
十
三
観
音
の
一

つ
で
も
あ
る
、
東
正
寺
と
そ
の
境
内

に
あ
る
板
碑
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

湯
新
山
東
正
寺
は
、
曹
洞
宗
の
寺

院
で
あ
り
南
陽
市
の
烏
帽
子
山
公
園

の
近
く
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
境

内
に
祀
ら
れ
て
い
る
観
音
菩
薩
像

は
、
赤
湯
聖
観
音
と
呼
ば
れ
、
慈
覚

大
師
円
仁
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
始
め
は
会
津
の
若
松
山
頂
に
祀

ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
元
禄
年
間

（
一
六
八
八—

一
七
〇
四
）
に
川
西
町

の
地
主
で
あ
る
、
佐
藤
作
兵
衛
と
い

う
人
物
が
自
宅
の
敷
地
内
に
祀
り
、

深
く
信
奉
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
為
別
名
を
作
兵
衛
観

音
と
も
い
い
ま
す
。
東
正
寺
で
祀
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治

二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の
こ
と
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
寺
院
の
境
内
に
、
磨
崖
板
碑

が
あ
り
ま
す
。
切
り
立
っ
た
急
な
崖

に
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
全
部
で
十
五

基
あ
り
ま
す
が
、
特
に
有
名
な
の

は
、
県
指
定
文
化
財
に
も
な
っ
て
い

る
、
永
仁
二
年
の
磨
崖
板
碑
五
基
で

す
。
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
と
い

う
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
長
井
氏
が
置

賜
地
方
を
治
め
て
い
た
時
期
に
な
り

ま
す
。
横
に
五
つ
並
ぶ
形
で
配
置
さ

れ
て
お
り
、左
二
基
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「
右
造
立
者
、
逆
修
志
也
、
為
往
生

浄
土
」「
右
志
者
為
、
永
仁
二
甲
午
、

父
幽
儀
也
」
と
彫
ら
れ
て
お
り
、
右

三
基
は
阿
弥
陀
三
尊
の
形
を
取
り
、

中
央
（
阿
弥
陀
如
来
）
は
「
永
仁
二

甲
午
秋
天
」、
左
右
に
「
件
志
者
、

為
悲
母
幽
儀
第
三
年
」
と
刻
ま
れ
、
右

側
（
観
音
菩
薩
）
は
「
右
志
者
、
為
平

吉
宗
聖
霊
、
孝
子
敬
白
」、
左
側
（
勢

至
菩
薩
）
は
「
右
塔
婆
者
、
為
逆
修
善

根
、
現
当
二
世
之
也
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
吉
宗
と
い

う
人
物
と
父
母
の
供
養
の
為
に
建
立
さ

れ
、
生
前
供
養
と
死
後
の
極
楽
往
生
を

願
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
板
碑
の
形
状
と
し
て
、
頭
部
は
鋭

利
な
山
形
に
な
っ
て
お
り
、
額
部
に
二

条
の
線
が
入
り
、
そ
の
下
に
種
字
を
薬

研
彫
り
で
彫
っ
て
い
ま
す
。
更
に
そ
の

下
に
願
文
と
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
極
め
て
状
態
も
良
く
、
ま
た
崖
に

彫
ら
れ
た
板
碑
と
い
う
例
は
県
内
で
も

少
な
く
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

▲永仁二年磨崖板碑（上段）

　

南
陽
市
に
あ
る
百
刈
田
遺
跡
は
、
南
陽
市
内
を
流
れ
る

吉
野
川
・
織
機
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生
時
代
の
土
器
が
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
、
弥
生
時
代
中
期
の
お
墓
の
跡
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

弥
生
時
代
に
は
、
木
製
の
棺
で
あ
る
木
棺
に
遺
体
を
納

め
て
埋
葬
し
た
「
木
棺
墓
」
や
、
土
を
掘
っ
て
遺
体
を
埋

▲永仁二年磨崖板碑（全景）

　
　

弥
生
時
代
中
期　

●
南
陽
市　

百
刈
田
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
49
）

百
刈
田
遺
跡
の
土
器

め
る
「
土
坑
墓
」
な
ど
の
お
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

百
刈
田
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
土
器
は
、
土
坑
墓
に
供
え
ら

れ
た
土
器
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
器
に
は
、
渦
文
や
縄
文

な
ど
の
模
様
が
施
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

百
刈
田
遺
跡
か
ら
は
水
田
の
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
地
形
条
件
か
ら
、
周
辺
で
米
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
見
つ

か
っ
た
土
器
の
中
に
は
、籾
跡
の
残
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
土
器
は
、
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲百刈田遺跡の土器


